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古高ドイツ語における数詞21～99
一他の古ゲルマン諸語との比較において一
飯嶋　一　泰
O．はじめに
　古高ドイツ語文法のスタンダードワークとも呼ぶべきBra㎜e／Eggers（1987：S．234）で、端
数付き2桁数2卜99を表す数詞について調べると、次のような記述が見られる：
Die　Zwischenzahlen　werden　durch　ZusammensteHung　mittels　．und．hervorgebracht：die
rOBereZahlka㎜voranehen，odernachfolen．「中問数（端数付きの数）は’und’を介した
並置によって形成される。大きい方の数は先行するか、あるいは後続する。」（下線引用者）
この定義の後に、Tatian．Otfridなどからの例がいくつか挙げられている。一般に古ゲルマン諸
語の文法書は数詞に対して冷淡で、10を越す数にはごくわずかなスペースしか割いていない。特
に、21－99のような「中間数」は歴史言語学者たちの関心の領域外にあるように思われる。この
状況の中で、Brame／Eggersはむしろ親切な部類に入るが、それでも、上の引用から、古高ドイ
ツ語の数詞21－99において、1位数が先行する表現と10位数が先行する表現が如何なる関係に
あったのか、を推し量ることはできない。1言語の数詞体系内に2つ以上の異なる系統が共存す
ることは珍しくないが、それらが何らの機能的差異もなしにいわばランダムに用いられるケース
は想定しづらい川。本稿では、古高ドイツ語におけるこれら数表現の例証を、他の古ゲルマン
諸語の事例とも比較しながら分析し、最終的に、いずれの表現が古高ドイツ語本来のものであっ
たのか、を考察する。なお、数詞21－99の分析に先立って、ゲルマン語における数詞11～19の構
造を検証する。ここにも1位数と10位数の配列という同種の問題が存在するからである。
1．ゲルマン語における数詞11～19
　数詞11－19は、表1に見られるように、古今のゲルマン諸語を通じて共通した形式を示してい
る。このうち、13－19は、1位数を第1要素とし、数詞10（．tehun）を第2要素とする一種の等
位複合語（Dvandva）である。この「1位数・10」型は、日本語とは逆の配列で、我々の目には
奇異に映るが、セム諸語にも見られ、類型的に珍しいものではない。特に、古い印欧諸語の数詞
11－19では、この配列がごく一般的なものとなっている。表2をご覧いただきたい。トカラ語を
除く主な印欧古語が「1位数・10」、ないしはこれに準ずる「1位数・接続詞・10」または「1
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表1　新旧のゲルマン諸語における数詞11～19
　　　　　　　　11　　　　ユ2　　　　13
古高ドイツ語　　　einlif　　zwelif　　drizehan
古ザクセン語　　　el1evan　twelif　　thriutein
古英語　　　　　　endlefan　twelf　　♪reotiene
古アイスランド語ellifu　　tOlf　　　町ett自n
ゴート語　　　　　ainlif　　twalif　　　一
ユ4　　　　　ユ5
fiorze n　　　　finfzehan
∫ieI’tein　　　　　f－ftein
fe wertIene　fiftIene
fj6rt自n　　　　fimt自n
fidwortaihun　fimftaihun
ユ9
niunzehan
nigentein
nigontIene
nitj自n
ドイツ語　　　　　el∫　　　　zwOIf　　dreizehn　　vierzehn　　∫Onfzehn　　　　neunzehn
オランダ語　　　　elf　　　　twaalf　　dertien
英語　　　　　　　e1even　　twe1ve　　thirte㎝
アイスランド語　　eHe∫u　　t61f　　　町ett自n
veertien　　　　vijftien　　　　　　　　negentien
fou te n　　　　　fi肚een　　　　　　　　　nineteen
fj6rt自n　　　　fimmt自n　　　　　nitj自n
表2　古い印欧諸語における数詞11～19の形式
11　　　　12　　　　　13　　　　14　　　　　15　　　　167　　　18　　　19
サンスクリット語　　．X⑩
アヴェスタ語
古アルメニア語
古教会スラヴ語
古ギリシャ語
ラテン語
古アイルランド語
トカラ語
’X⑩．
苓⑲’
Xprp⑳
．X⑩．　　　　X㎝d⑩
x⑱
x⑩’
⑩X
X㎜d⑩
・減算
位数・前置詞・10」という形式（以下それぞれ“X⑩”型、“Xmd⑩”型、“Xprp⑩”型と呼ぶ）
を採っているのが確認できよう。“Xund⑩”型と“Xprp⑩”型は、使用される接続詞や前置詞が
語派ごとに区々であるため、比較的後代の発達と考えられるが、1位数が10に先行する配列自体
は「印欧祖語」とまでは言わないまでも、印欧語のきわめて古い段階に遡るものと考えられる。
印欧語族内でも、時代を下るに従い、逆配列である「10・1位数」（“⑩X’’型）と「10・接続
詞・1位数」（“⑩㎜dX”型）の占める領域が拡大する。現代印欧諸語の数詞11－19の形式を示
した表3を、先の表2と比較してみれば、アルメニア語・ギリシャ語・ロマンス諸語などでこの
方向の変化が確認できよう。
　ゲルマン語における数詞11，12は、それぞれ数詞1，2（・aina・，・twa・）に「残り、余り」を表
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表3　現代印欧諸語における数詞11～19の形式
11　　　　　12　　　　　13　　　　　14　　　　　15　　　　　16　　　　　17　　　　　18　　　　　19
ヒンディー語
ペルシャ語
アルメニア語
ロシア語
現代ギリシャ語
フランス語
スペイン語
アイルランド語
⑪X
Xp・p⑳
X⑩　　　　　⑩X
X⑩
X⑩
X⑩
⑩undX
⑩X
す．lif、（ム印欧祖語．leip一「貼り付ける」、cf．古高ドイツ語bilIban「留まる」）を付した造語と考
えられる。類似の造語はリトアニア語にも見られ、11，12にとどまらず、19までが「1位数・余
り」の形式で表される：vien口olika，dv重1ika．．．devyni61ika（一1ikaム印欧祖語’leikw一「残す」、cf．
古ギリシャ語1eipein）。これらの表現は、古事記の「とを［あ］まりひと（十一）」などをも連想
させるが、「とを」を表出しない点がより原始的ないし素朴な印象を与える。ここで疑問として
湧いてくるのは、素朴な「1余り」「2余り」という数詞がゲルマン祖語に遡るものか否か、ま
た、これとは別に（あるいはこれに先んじて）11，12を表す“X⑪”型の数詞（ドイツ語風にあ
えて言えば“ein・ehn”，‘‘zweizehn’’）がゲルマン語に存在したのか否か、ということである。第一
の問いに対しては、全ゲルマン諸語にわたるこの造語の分布を見れば、然りと答えざるをえない。
一方、ゲルマン語‘．einzehバ、“zweizehn”の想定は、仮にそれが印欧語本来の表現形式であるとし
ても、例証が存在しない（2）ため、思弁の域を出ない。
　いずれにしても、多くの印欧諸語において大なり小なりの歴史的変遷を経験している数詞11～
19は、ゲルマン語派内部では、その時間的・空間的広がりの中で際だった安定性を示していると
言える。
2．ゲルマン語における数詞21～99
次に、本題の数詞21～99の分析に入るが、その前に、ゲルマン語以外の印欧諸語における状況
を一瞥しておこう。表4を見ると、すでに古語の段階で、語派ごとに区々な方式が採用されてい
るのが分かる。特に優勢なタイプないし配列は確認できない。それどころか、古ギリシャ語とラ
テン語においては、1言語内に3～4種の方式が共存している。このような分布から、当該数詞
の印欧語本来の姿を再構することは不可能である。印欧語全体を覆う一定の伝統が生じなかった
のは、太古において20台以上の端数付き数詞の使用が比較的稀であったからであろう。しかし、
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表4　新旧の印欧諸語における数詞21～99の形式
サンスクリット語
アヴェスタ語
古アルメニア語
古教会スラヴ語
古ギリシャ語
ラテン語
古アイルランド語
トカラ語
　X⑳　　　　　　　　　　　　ヒンデイー語
　Xund⑳　　　　　　　　　　　ペルシヤ語
　⑳undX　　　　　　　　　　アルメニア語
　⑳undX　　　　　　　　　　ロシア語
　X㎜d■⑳⑳undX　⑳X　　　　現代ギリシャ語
　⑳mdX⑳X　X㎜d■⑳　X⑳　　フランス語
　X⑳　　　　　　　　　　　　アイルランド語
　⑳X
＊⑳は10位数「20，30，・・，90」を表す。
X⑳
⑳u・dX
⑳X
⑳X
⑳X
⑳X
X⑳　Xu・d⑳　Xp・P⑳
表5　現代ゲルマン諸語における数詞21～99の形式
ドイツ語・オランダ語・アフリカーンス語・西フリジア語
英語
アイスランド語・スウェーデン語
ノルウェー言吾
フェロー語・デンマーク語
Xu・d⑳
⑳X（X㎜d⑳）
⑳X
Xund⑳⑳X
X㎜d⑳（⑳X）
印欧語レベルでの統一性の欠如がそのままゲルマン語に当てはまるとは限らない。現代のゲルマ
ン諸語の数詞21～99は、表5に見られるとおりの多様性を示しているが、古くは如何であったの
か。まず、古高ドイッ語以外の古ゲルマン諸語の状況を順次調べてゆきたい。
2，1．ゴート語における数詞21～99
　ゴート語では、数詞は一般に数記号で表記されるため、参考になる例証はわずかである。一部
が数記号で表されているものも含めて、次の数例をWulfila訳『聖書』（散文；4世紀）から挙げ
ることができる㈹。一応、“Xu・d⑳”型と“⑳undX”型、そして減算型が観察される。
●“X㎜d⑳’’型
　Neh6，15
●“⑳undX’’型
　J6，19
　L2，37
　L15，4
・e・」ah・k・daga「25番目の日」（序数）（pemptel　kal　elk自dl）
spaurde・k・ah・e・「25スタディオン」（stadlouselkoslpente）
jere　ahtauteh㎜d　ah　fldwor「84年」（etδn　ogdoekonta　tessaron）
レo山　　「99匹［の仔羊］」（ta　enenek㎝ta　e㎜εa）
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L15，7
Neh5，14
　Neh6，15
　Neh7，21
●減算型
　2K11，24
ni㎜tehmdis　jah　niune　garaihtaize「99人の義人」
（e．e。εkontae㎜ξadik・iois）
jer二一L」地　　「32番目の年」（序数）
（色toust．iakostoOkaideutξ・ou）
＿二』dage山＿二　　「52日」　（Pentekonta　ka1duo　hem色rals）
虹＿＝＿　「98人」（enenek㎝ta　kal　okto）
fidwor　tigms　ainamma　wanans「40に1欠ける＝39［の打螂］」
（tessar自konta　par自mian）
　このように、“⑳㎜dX”型が優勢であるが、例証数が非常に少ない点はさておくとしても、上
のすべての例において1位数と10位数の配列が完全にギリシャ語原典と一致しており、これを
ゴート語本来の姿と見なすことはできない。形容詞WanS「欠いている」を用いた減算型は、同
じ形容詞を用いた減算型が古英語にも見られ（2．3．参照）、ゲルマン語固有の表現である可能性
も存在する。しかし、同箇所はギリシャ語原典でも減算型が用いられており、少なくともこの例
についてはギリシャ語の敷き写しである公算が大きい。
2．2．古アイスランド語における数詞21－99
　散文の歴史書islendi㎎ab6k（IB）『アイスランド人の書』（12世紀前半）、Kristnisaga（KS）『キ
リスト教のサガ』（13世紀）およびその関連文献P自ttr　Porvalds　ens　vi6forla（PP）『「遠路の旅人」
ソルヴァルドルの話』とHu㎎rvaka（HV）『空腹（知りたい気持ち）を呼び覚ます書』、そして
散文の法令集Gr自g自s（Grg）『灰色の鷲鳥』（13世紀）を資料として選んだ（4〕。これらの文献には、
年数・年齢や数量の表現が比較的多く見られるからである。アイスランド語も数詞を数記号
（ローマ数字）で表記することが多いが、丹念に探してゆくと、ゴート語の場合とは異なり、一
定の情報価値を持つ例証を集めることができる（5〕。ここでは、“X㎜d⑳”型、“⑳mdX”型、減
算型の他に、オーバーカウンティング（Ober［schwellen］zahlung／o・ercounting）型（O　C型と略）、
“mehr　als”型が確認された。
●“Xund⑳”型
　1B9，9　　』止vetr　oc．xx．「24冬（年）」
　lB1O，2　　．iiii．sumor　oc1xx．「24夏」
　KSユ4，4；14，6；16，6　IV．etr　ok　XX　「24冬（年）」　　　　　　（計3例）
　KS18，2　　VII　rOm　ok　XX　「27の漕座（各2人の漕ぎ手のための）」
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　HV15，3　　n　me㎜ok　LXXX　「82人」
●“⑳㎜dX”型
　KS17，4　　XXX自ra　ok　V1自r　「36年」
　HV15，8　　XI　hundru6vetra　XL　ok　ei㎜vetr「1141年」
●滅算型
　IB1O，12　　vetre　mipr．an　halfsexto　r（6〕　「55歳より1冬少なく＝54歳」
　HV12．1　　蛆vetr唖at　a！dn「50歳に3冬欠けた＝47歳」
　Grg1．30，11f．ei㎜i　nott．mi町eN．xxx．「29夜（日）」　　　（ユ．31．1に類例）
●0C型ω
IB4，1　　vicor．ii．enssξttategar「6番目の十の2の週＝52週」
KS16，6　　IVvetrenssξttatigar「54冬（年）」
PP1O，1　　DCCCC盆ra　ok　eitt自r　ens　niunda　ti　ar「981年」
HV10，5　　M　vetr　ens　f’6r6a　ti　ar「32冬（歳）」
HV12，4　　雌vetr　ens　f6r6a　tl　ar「33冬（歳）」
HV19，7　　VIl　vetr　ens　fimta　tugar　「47冬（歳）」
　Gr91，30，19vij．naltr　ins　fiorレa　tigar「37夜（日）」
　Grg1，155，2viii．avrar　ens　fimtategar「48エイリル（貨幣単位）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，205，20；2，53，22f．；2，181，4f．に類例）
　Grg1，193，5f．♪ueite　viii．ens　fimtati　ar「48スヴェイティ（貨幣単位）」
　Grg1，193，7　加eiteii．ensfior6ate　ar「32スヴェイティ」
●“mehralsI’型
　1B10，13　　．ii．。et．om　mei．r　an．x。。．「30より2冬多く＝32歳」
　KS17，3　　tveim　vetrum　meirr　en舳ugr「32冬（歳）」
　この結果だけを見ると、O　C型が古アイスランド語における最も優勢な表現パターンであるよ
うに思われる。しかし、実際にはxxiii，lxiiiiといった形で完全にローマ数字表記されている
ケースがむしろ多く、これらが“Xmd⑳”型ないしは“⑳u・dX”型として読まれていたことは
十分ありうる。この点を勘案すると、ややまとまった例証が見られた“X㎜d⑳”型が、OC型
よりも基本的な表現であった可能性も否定できない（また、基本的表現なるがゆえに通例スペル
アウトされず、ローマ数字で表記されたとも想像できる）。ここでは2例しか確認されなかった
“⑳undX’’型については、判断を留保せざるをえないが、1位数と1O位数の配列が固定的なもの
でなかったことだけは確かであろう（呂〕。
　“X㎜d⑳”型においては、修飾される名詞が数詞全体の後に来るのではなく、1位数詞の直後
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に来て、「4冬と20」といった言い回しになっている点が注目される。名詞の付加語となりうる
本当の意味での基数詞は1位数詞だけであり、10位数はそれ自体が名詞であったこと（レrir
m㎝n「3人の男が（主格）」に対してレrirtigirmama「男の（属格）30人が（主格）」！）が、
このようなsplitti㎎の生じた原因ではなかろうか。こう思いを巡らすと、一瞬“Xu．d⑳”型の成
立過程をかいま見たような気さえしてくる。
　OC型は、「”十1番目の十のX」という形で”×10＋Xを表す方式である。たとえば、上に
挙げたtvavetr　ensfj6r6atigarは「4番目の十の2の冬」という言い回しで「32冬」を表してい
る。つまり、「32」は「30」と「40」という2つの閾（Schwelle）の問に位置する数値であるが、
これを通例我々が行なっているように下の閾に基づいて表示するのではなく、上の閾によって示
す表現法である。この型は、他の古ゲルマン諸語に確認できないので、おそらく古アイスランド
語内で発達したものと考えられる（ただし、類似の発想はドイツ語の時刻表現halb　vier「4時
に向かう半分＝3時30分」やdrei　Viertel　vier「4時に向かう4分の3＝3時45分」などにも見
られる）（9）。
　4例の減算型のうち、3例は副詞mi肘en「…より少なく」を用い、残る1例は動詞skorta
「欠ける」を用いている。また、“mehr　als”型と名付けた2例は副詞mei・・en「…より多く」に
よる表現であり、mi町enを用いた減算型の裏返しの形になっている。要するに、両者とも一番
近い概数を基準に端数付き2桁数を把握したもので、認知的原理に照らしても合理的な数表現と
いえる。これらは、O　C型とともに、本来の“X㎜d⑳”型（または“⑳u・dX”型？）を補完す
る民衆的語法として活用されたのであろうuω。このように多様な数表現を目の当たりにすると、
中世ゲルマン人の数との付き合い方が如何に柔軟で生き生きとしたものであったかが、実感され
る。
2．3．古英語における数詞21－99
　資料としては、The　Anglo・Saxon　Chr㎝ic1e（Chr）『アングロサクソン年代記』（9～12世紀）、
そして捌fricのOn　the　Old　and　New　Testament（ONT）『旧新約について』とGemsis（Gn）『創
世記』（1000年頃）を用いたo1）。Chrは、オリジナル散文（一部頭韻詩）でかつ数表現を多く含
む（ただし、ここでも大半はローマ数字で表記されている）貴重な情報源なので、中英語期に入
る部分も含めすべて調査の対象とした。翻訳散文であるGnにも、「メトセラ」のくだりを中心に
年齢・年数を表す数詞が豊富に見出される。
●“Xmd⑳”型
　Chr565F　onδam　twam　andレrittigodan　geare「32年目に」（序数）
　Chr656E　seox　hundred　wintra．r・iii・r　hund　seofenti　wintra「673冬（年）」
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Chr675E
Chr694E
Chr　g16C
Chr973A
Chr973A
Chr993A
Chr994E
Chr1001A
Chr1012C
Chr1O18D
Chr1052D
Chr1083E
Chr1086E
Chr1086E
Chr1107E
Chr1124E
Chr1131E
ONT214
0NT906
ONT　g11
0NT982
0NT993
Gn5，7
Gn5，15
Gn5，17
Gn5，18
Gn5，20
Gn5，21
Gn5，23
Gn5，25
Gn5，26C
anhmdredr　fifr　twentibiscopes「125人の司教」
thre　r　tw㎝ti　wintra「23冬（年）」
feower　r6ritiga　sume「総計34人」
wintergeteles［．．．］seofon　r　twentig「27の冬の数（27年）」
nig㎝r　xx．［．．．］wintra「29冬（年）」
md虫旦sclpum　「93隻の船で」
m1d一二一匝L二L地sclpum　「94隻の船で」　　（Fにも類例）
ealra　manna　an　r　hund　eahtatig「総勢81名の男たち」
ehtar　feowertlgpusend　punda　「48000ポンド」　　（Dにも同例）
twar　hundseofonti州sendpunda「72000ポンド」
㎝pam　nigon　r♪rittigo5an　geare「39年目に」（序数）
twar　hund　seofentl　peanega「72ペンス」
an川send　wmtraユ地wlntra「1087年」
㎝レam虫geare「21年目に」（序数）
an　and　fowertigede　gear「41年目」（序数）
feower　r　feowerti　ma㎜e「44人の男」
㎝fif　r　twenti　wintre「25冬（年）問」
twa　r　hundseof㎝tlg　sma「72人の一自、子」
twa　r　hundseofonti「72人」
山9eara「33年」
旦山wmtra「25冬（年）」
山Wlntra「99冬（歳）」
seofan　r　h㎜deahtatigwintre｛12〕「87冬（年）」
（octingentis　septem　annis）
flfr　slxtlgwmttre「65冬（歳）」（sexagmta　qmnque　am1s）㈹
eahtahundwmtreユ」独虫wmtre「895冬（歳）」
hmdwlntre虫「162冬（歳）」
地wmtreユ」地wmtre㈹　「965冬（歳）」
（・㎝g・・tis…gi・t・d・oami）
fif　r　sixtigwintre「65冬（歳）」
δreohmdwmtre　r　flf　r　slxtlwlntre「365冬（歳）」
．c．r　seofan　r　hundeahtatigwintre「187冬（歳）」
vll　hund　geareコ＿虫虫9eare「782年」
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　Gn5，27　　幽旦wmtre　r　n　g㎝r　s1xtlgwmtre「969冬（歳）」
　Gn5．28　　anhundwintre　r　twa　r　h㎜deahtatigwintre「182冬（歳）」
　Gn5，30C　．v．hund　geare　r　．v，hundnigontig　geare「595年」
　Gn5，31　　seofonhundwintre　r　seofan　r　h㎜dseofantiwintre「777冬（歳）」
　Gn11，16C　．iiii．r．xxx．9eara「34年」
　Gn11，20C　．ii，r．xxx．9eare「32年」
　Gn17，1　　幽wmtre　「99冬（歳）」
　　　　　　　（nOnaginta　et　nOVem　annOrum）
　Gn17，24　n　gan　r　hundn　gantig　geara「99歳」
　Gn18，28；18，28　fifr　feowertigrihtwisra「45人の正しい者」　　　　（計2例）
　Gn23，1　　hundteontig　geara　r　seofan　r　twentig　geara「127年」
　Gn25，7　　anhmd　wintra　r　fif　r　h㎜dseofonti　wintra「175冬（年）」
　Gn25，17　幽旦虫wlntre　r　seofan　rδrlttl　wmtre「137冬（年）」
　Gn47，28　幽wlntra　r　seofon　r　xl　wmtra「147冬（年）」
●“⑳X”型
　Gn4，24C　hundseofontigseofonfeald「77倍」（倍数詞）
　　　　　　　（・ept・・gi・t…ptie・）
●“⑳undX”型
　Gn16，16　幽w1ntreユ坐wmtre「86冬（歳）」
　　　　　　　（OCt09inta　et　SeX　annOrum）
●減算型㈹
　Chr641E　twalaヨs・xxx・geara「30より2少ない年＝28年」
　Chr901A　oレrum　healfum1欄pe・xxx・wintra「30より1一｝少ない冬＝28年半」
　Chr972E　anawana’xxx・wintra「30に1欠ける冬＝29歳」
　以上のように、“Xmd⑳”型、“⑳X”型、“⑳㎜dX”型および減算型が確認されるが、圧倒
的に“X㎜d⑳’’型が多い。特に、・オリジナル散文のChrでは、逆の配列は一切用いられてい
ない。ラテン語からの翻訳であるGnでも、2例を除いて“X㎜d⑳”型となっているが、注目
すべき点は、“Xu・d⑳”型のすべての例において、原典が“⑳X’’型（Gn17，1のみ“⑳㎜dX’’
型）を採っている点である。翻訳文献を分析の対象とする場合、原典と一致する事例には、そ
れ自体としては情報価値を付与できない（たとえばゴート語における数詞21－99）。しかし、原
典と相違する事例は、特にそれが相当数例証されている場合、当該言語本来の姿を伝えている
可能性が高い。今問題となっている“Xu・d⑳”型は、その典型的なケースと言えよう。
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　Gnに各1例例証されている“⑳X”型と“⑳㎜dX”型に関しては、前者は倍数詞であり、後
者は原典が例外的にoctoginta　et　sexという‘‘⑳undX”型を示している、といった特殊事情を指
摘することができる。これらの事情と出現頻度の低さを考慮すれば、両タイプは古英語の数表現
においてごく周辺的な位置しか占めていなかったものと判断せざるをえない㈹。
　減算型としては、副詞1配s［）e］「…より少なく」によるものが2例（註15に挙げたものも含め
ると3例）、形容詞wan「欠いている」（ゴート語wanansと同語源）によるものが1例、いずれ
もChrに見出される。これらは、古アイスランド語の減算型と同様、民衆的な数の数え方を反
映する表現で、主流をなす“Xund⑳”型を補佐したものと考えられる（17〕。
2．4．古ザクセン語における数詞21～99
　古ザクセン語は伝存する資料が少ないが、その中で最も規模の大きいHeliand（Hel）「救世主』
（830年頃）は、頭韻叙事詩という性格のためか、端数の付いた細かい数表現をほとんど含まな
い㈹。修道院への献納品を記録したEssener　Heberolle（EH）「エッセン収税簿」（10世紀前半）
とFreckenhorster　Heberolle（FH）『フレッケンホルスト収税簿』（1100年頃）の2文献（ともに
散文）に、若干の例証が見出される。
●“Xund⑳”型
　He1513f．　fior　endi　antahtoda　uuintro　「84冬（年）」
　　　　　　　（・㎜・・耐ogi・t・q・・tt…）（L2，37）
　EHユ　　　幽mudde　maltes　「麦芽88ムッディ（量単位）」
　EH11　　　幽mudde　maltes　「麦芽59ムソデイ」
　FH171　　m．ande　fiftich　hova　「53の農場」
　FHユ73　　　slvon　ende　tuentlch　muddl　gerstlnas　maltes　glmalanas
　　　　　　　「挽いた大麦麦芽27ムッディ」
　FH225f　　sehs　ende　nlg㎝da　mudd1saltes　「塩96ムツデイ」
　FH358f．　fieriandethritichkies6　「34個のチーズ」
　FH360；424f．fieriendethritichh6ner6　「34羽の鶏」　　　　　　（計2例）
　FH543　　en　endi　XXX．maltδ　「31マルト（量単位）」
　わずか1O例の記録ではあるが、例外なく“X㎜d⑳”型が採用されている。系統的に近い古
英語でも同じ形式が支配的であったことを考慮すると、これが古ザクセン語において、独占的
とは言えないまでも、一般的な表現パターンであったと推定することはできよう｛19）。
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3．古高ドイツ語における数詞21～99
　以上のように、古ゲルマン諸語の数詞21－99においては、数詞11－19の場合とは対照的な多様
性が観察された。しかし、その多様性の度合いは言語により異なり、古アイスランド語がO　C型
などバラエテイーに富む数表現を十二分に活用している一方で、古英語と古ザクセン語は主に
“Xmd⑳”型を用いる傾向を示している。この状況を確認した上で、古高ドイツ語の例証の分析
に取りかかることにしたい。
　例証は、古高ドイッ語の全文献、つまり、Karg・Gasterstadt／Fri㎎s／GroBe（1952ff．：Bd．1，S．
IX－XIV）に挙げられているすべての文献から収集すべく努めたが、いわゆるWiener　Notker
（Npw）（ウィーン写本のNotker「詩篇』）は参看できなかった。当該数詞が見出されたのは次の
文献である｛2ω：Isidor（1）『イージドル』（カトリック護教書の翻訳；フランク語、8世紀末）、
Tatian（T）「タツィアーン』（総合福音書の羅独対訳：東フランク語、830年頃）、Otfrids　Eva㎎e・
lienbuch（O）『オトフリートの福音書』（脚韻詩；南ラインフランク語、863／71年完成）、Notker
のPsalter（Np）「詩篇』（翻訳と註釈；アレマン語、1000年頃）、NotkerのMartiams　Capella：De
mptiis　Philologiae　et　Mercurii（Nc）「フィロロギアとメルクリウスの婚礼について』（同前）；Die
kleinerenalthochdeutschenSprachdenkmaler所収の文献のうち、Benediktinerregel（B）『ベネ
ディクト会則』（アレマン語、8世紀末）、Bamberger　Glaube　md　Beichte（BGB）『バンベルクの
信仰告白と俄悔』（東フランク語、11世紀）、Wessobr㎜nerGlaube㎜dBeichteI（WGB）
「ヴェッソプルンの信仰告白と憐悔I』（バイエルン語、11世紀）、Predigtsammlu㎎B（predB）
「説教集B』（バイエルン語、11世紀）、Mnnchner　Glaube㎜d　Beichte（MGB）『ミュンヒェンの
信仰告白と懐悔』（バイエルン語、12世紀）、Wei㎎artner　Reisesegen（WR）「ヴァインガルテンの
旅立ちの祝福』（頭韻、一部脚韻；ラインフランク語、12世紀）i語句註解（G1）の数例ω。なお、
○とWR以外はすべて散文である。
　次のとおり、“Xund⑳”型、“⑳undX”型、“⑳X”型および減算型が確認された。他に、O，
Nなどに若干の乗算型が例証されているが、これらは象徴的数解釈（Zahlensymbolik）に基づく表
現で、一般的意味での数詞と呼びうるものではないので、考察の対象から除外したω。
●‘．X㎜d⑳’1型
　G11，112，33f．　scaz　edo　pfantinc　ist　dri　anti　zuuainzuc「硬貨あるいはペニヒは23（？）」
　　　　　　　　（Dinarius　pondus　est　XXm）
　T7．9　　　　　unzanfioruintiahtuzugiaro　「84歳まで」
　　　　　　　　（usque　ad　annos　octuaginta　quattuor）　（L2，37）
　T67，1　　　gizeih㎝otatruhtinanderezueneintisib㎜zu　「主は他の72人を任じた」
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T67，3
T96．2
T96，3
T96，6
G12，47，12f．
　　MGB29
　　WR3
●“⑳undX”型
　　丁88，2
　　T117，5
　　T237，3
02，11，37f．
Nc145，12f．
PredB1，2
●“⑳X”型
　　G11，735，39
B219，11f．
（designavit　dominus　et　aHos・LXXH・）（L10，1）
Vvurbun　th6thie　zuene　inti　sibunzug　　「その72人は帰ってきた」
（Reversi　sunt　autem　septuaginta　duo）　（L10．17）
uorlazitniunintinimzoginbergon「99匹を山に残す」
（relinquit　nonaginta　novem　in　montibus）（Mt18，12）
ubar山th…darnlg11rotun　「迷わなかった99匹のため」
（suPe「nOnaginta　novem　quae　non　erraverunt）（Mt18，13）
ubarni㎜iinti　niunzugrehte　「99人の義人のため」
（super　nonaginta　novem　iustos）（L15，7）
driestOnt　ueriu　inti㎝ueincug　「24の3倍」（倍数詞）
（Uicies　quater　enim　terni）　（Beda＝De　ratione　temporum）
d「iu　unde　d「izzich　iar　unde　mere　「33年間以上」
funui㎜di　funfzic　engili　「55人の天使」
dri．og　inti　ahto　iar　「38年問」（triginta　octo　amos）（J5，5）
in　fierzuginti　in　sehs　iar㎝「46年で」（XL　et　VIannis）（J2，20）
fol　michilero　fisgo．zehanzug　inti　finfzuginti　thrin
「153匹の大きな魚で一杯の」
（Plenum　magnis　piscibus　centum　quinquaginta　tribus）（J21，11）
Thero　j自ro　was　ju　wanne　in　themo　zimboronne（thiu　za1a　ist　uns　giwissu）
幽「かつて建設に要した年数は（その数を我々は確かに知っ
ている）46であった」
（quadraginta　et　sex　annis　aedificatum　est）（J2，20）
cenzeg口nde　zu色inzeg．自nde　s色hs　tOsent16uft－malo　「126000スタディオン」
（centum　xxvi　milia　stadiorum）
unser　herro　lhesus　Christus　［、．．］　iruuelti　sibinzic
「我らの主イエス・キリストは72人の弟子を選んだ」
（designavit　Domin只s　alios　septuaginta　duos）（L10，1）
untaZiuueni　iungerun
mzi．zeiarum．hahto・o．feoriu「84歳まで」
（Ad　annos　LXXXmI）（L2，37）
after　desemv　salmin　niunzogostin　feordin「この第94詩篇の後に」
（Post　hunc　psalmum　nonagesimum　quartum）
（序数）
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B221，9f．
B222，36
B223，4f．
B223．23f．
B223，24
B223，25f．
B223，26
B223，27
G14，425，A．1
Gl　Meyer28
Np287，15
●減算型㈱
　126，19f．
03，4，17
G11，809，35f．
G15，22，24f．
BGB138，2f．
、VGB138，2f．
ni㎜zogosto　feordo　salmo「第94詩篇」（序数）
（nonagesimo　quarto　psalmo）
sexz㎎osto　sexto．．．　「第66…」（序数）
（sexagesimus　sextus　psalmus）
sehz㎎osto　andre　「第62［詩篇］」（序数）　（sexagesimus．ll．）
虹　　「第42［詩篇］」（序数）（XLs1ls）
旦挫　　「第56［詩篇］」（序数）　（L　s　Vl　s）
ahtozogosto．sibmto　「第87［詩篇］」（序数）　（LXXXs　VlIs）
ahtozogosto．ni㎜to、「第89［詩篇］」（序数）　（LXXX　Vmls．）
sib㎜zogosto　andrer．「第72［詩篇］」（序数）　（LXXs．lIs．）
niunzinc　niunu　　「99」　（CXCVm1）（chronologische　Notiz）
。iunhund．．ni㎜。incsesiu　「996」
（nongentesimus　nonagesimus　sextus）（chronologische　Notiz）
an　demo亜salmln　「第73詩篇で」　（序数）
（in　septuagesimo　tertio　Psalmo）（Glossator）
eines　min　dhame　fimfzuc　iaaro「50より1少ない年＝49年」
（annos　XL　et　Vml’）
虹［］thero』aro幽mwas「40年に2年欠けていた＝38年
間」（homoXXXV11Iamoshabens）
einesminuiorzuchslego「40より1少ない打郷＝39の打螂」
（Una　minus　quadragenas［plagas］）（2K11．24）
eine　min　fierzig　slego「40より1少ない打郷＝39の打郷」
（quadragenas　una　minus［plagas］）（2K11，24）
indriniarinundeinzveinminahzigtagen「3年と78日で」
indriniarenundezueinminahci　tagen「3年と78日で」
　例証数が最も多いのは“⑳X”型で、これに同配列の“⑳㎜dX”型を加えると、“Xmd⑳”型
の約2倍になるω。このような10位数先行タイプの優勢は、ギリシャ語の敷き写しである可能
性が高いゴート語は別として、他の古ゲルマン諸語に観察されなかったものである。しかし、全
体で三十数例程度のサンプルをもとに単純な数量比較で判断することは許されない。まず、例証
の信煙性をチェックすることから始めなければならない。
　上に挙げた13例の“⑳X”型のうち9例がBからの用例である。Bは行間逐語訳（lnter・
100
linearVerSiOn）で、ラテン語からの翻訳が大きな部分を占める古高ドイツ語文献の中でも、特に
原典に対して隷属的な部類に入る（飯嶋（1996：S．690f．＆696）参照）。ラテン語原典の数詞も同じ
“⑳X”型であり、ここではラテン語の敷き写しがなされていると見てまず間違いなかろう。残
る4例（Gl1，735，39；G14，425，A．1；Gl　Meyer28；Np287，15）も、ラテン語への依存度の高い行間
語句註解（lnterlinea．glosse）であり、同様のことが言える。
　6例の“⑳undX”型の例証のうち3例はTからのものであるが、Tにはこの他に、“Xmd⑳”
型も6例記録されているので、まず両形式の使い分けについて検討してみたい。“X㎜d⑳”型の
6箇所については、同じG写本（St．Gallen，Cod．56）の対訳ラテン語テクストの数詞はすべて通常
の“⑳X’’型となっている。一方、“⑳㎜dX”型の3箇所を見ると、T117，5（J2，20）はXL　et　Vl
amisという同テクストとしては例外的な“⑳㎜dXI’型、T237，3（J21，11）はcentum　quin－
quaginta　tribusという3桁数、そしてT88，2（J5，5）のみが通常の“⑳X”型2桁数t・igi・ta　octo
である。しかし、最後の1例についてさらに調べると、Vulgataではこれが“⑳㎜dX”型のtri・
ginta　et　octoとなっていることが分かる。Tatianの底本が必ずしも同じG写本上のラテン語テク
ストでないことは、すでに指摘されている（Bostock（1976：S．159f．）参照）。当該箇所の翻訳にど
の底本が使用されたかは、ここで論じられる問題ではないが、仮にそこに‘‘⑳u・dX”型が現れ
ているとすれば、Tの3例の“⑳㎜dX”型は、すべて何らかの動機付けを持った特別な表現と
見なすとができる（古英語のGnにおける“⑳mdX”型の唯一の例が原典の“⑳undX”型に対応
するものであったことを今一度想起されたい）。
　残る3例の“⑳u・dX”型のうち、Nc145，12f．の例は、桁数の多いラテン語数詞centum　xxvi
miliaに対応するもので、上のT237．3と比較できよう㈱。02，11，37f．は唯一のオリジナル（翻
案）作品からの例証であるが、これは残念（？）ながらgiwissu－sehsuという脚韻の要請によ
るものである（26）。最後のPredB1，2はグレゴリウス大教皇のIn　eva㎎elia「福音書講解』の要約
的翻訳であり、当該箇所はL10，1に対応している。原典は一般的な“⑳X”型であり、ここでは
“⑳mdX”型選択の特別な要因は見出されない。
　結局、古ゲルマン諸語の一般的配列と異なる“⑳X”型と“⑳mdX”型は、古高ドイツ語にお
いて相当数の例証を記録しているものの、その大部分がラテン語の影響下にある表現であること
が確認された。次に、“X㎜d⑳”型の例証の点検に移りたい。
　“X㎜d⑳”型は、古高ドイツ語に10例しか記録されていない。そのうち、6例はすでに言及
したTからの用例である。Tもラテン語原典への依存度が高い翻訳であるが、Bほど隷属的では
なく、時おり原典と一致しない表現を見せている。そのような事例の中に、古高ドイツ語本来の
語法を探ることは不可能ではない（飯嶋（1996：S．692f．＆697）参照）。問題の6例は、その典型
的なケースで、ラテン語の“⑳X”型に対して無意識的に“X㎜d⑳”型を当てている観がある
（一方、XLetVIのように、特別に注意を引く表現に対しては、直訳を励行しているわけであ
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る）。
　“Xmd⑳”型の他の4例のうち2例は語句誰解（Gl1，112，33f．；G12，47，12f．）で、それぞれ
XXmとuicies　quater（倍数詞）に対する訳語である。これらも、ラテン語に反する配列をあえ
て採っていることになる。前者は「ドイツ最古の書」であるAbrogans『アプロガンス』（ラテン
語の類義語集）からの用例であり、古高ドイツ語の最古期においてすでに“X㎜d⑳”型が用い
られていた証拠となる。残る2例は、MGB29が南ドイツを中心に様々な変種において作成され
た信仰告白と織悔のテクストのひとつ、WR3が頭韻詩の伝統を受け継ぐ一種の呪文である。後
者は事実上唯一のオリジナル文献からの例証と言える。
　減算型に関しては、一部ラテン語の敷き写しと見なされる例もある（G11，809，35f．；G1
5．22，24f．）が、ゲルマン諸語における広範な分布を考慮すれば、古高ドイツ語においても通常の
数表現を補佐する機能を果たしていたものと判断してよかろう。
　以上の分析を踏まえて、暫定的に次のように結論したい。古高ドイッ語における数詞21～99は、
“Xund⑳”型、“⑳u｛dX”型、“⑳X”型、減算型の4形式で表される。このうち、“⑳㎜dX”型
と“⑳X”型は、例証にラテン語への依存度が高いものが多く、特に後者はもっぱら語句註解と
して機能するラテン語の直訳表現と見なされる（この形式は一般に他の古ゲルマン諸語にも存在
しない（刎）。一方、“Xund⑳’’型は、例証数こそ少ないものの、例証の「質」を考慮すれば、古
高ドイツ語本来の自然な表現であった可能性が高い（28〕。それを裏付けるのが、隣接する古ザク
セン語、そして古英語における“X㎜d⑳”型の圧倒的優位である。しかし、古高ドイッ語を含
む「西ゲルマン語」において、数詞の使用は（古アイスランド語ほどではないにせよ）柔軟であ
り、たとえば“ein㎜d　zwanzig”とふつう表現するところを“zwanzig㎜d　ein”と言ったとして
も、さほどの抵抗感はなかったかもしれない。滅算型が好まれているのも、このような数表現に
対する柔軟性があったればこそと思われる。
（1）たとえば、チェコ語の数詞21－99においては、1位数が先行し接続詞a「と」を伴う方式（例：jedena－
　dvacet「21」）と10位数が先行する方式（例：d・acet　jeden）が並存しているが、Com・ie（1992：S．801）によ
　ると、前者はより口語的な表現であり、後者は特に桁の多い数の一部として使用されるという。
（2）Rosenfeld（1974：S．395）によると、ポンメルンのLau㎝burg（ポーランド語名Lebork）方言に、
　eintein／eintijen「11」、tweitein／tweitijen「12」がある（あった？）が、これらは「13」以上の数詞からの類推
　による二次的造語である。
（3）例証の収集には、Touenaere／J㎝es（1976）を利用した。なお、引用例中に現れる数記号は次のとおり：b・
　2，　e＝5，　h＝8，　I｛＝20，　1二30，　n＝50o
（4）Grgに関しては、Beck（1993）の助けを借りて、例証を探した。
（5）刊本によってはローマ数字による数表記を単語の形に書き換えているものがあるので注意を要する。たと
　えば、isl㎝di㎎ab6kの場合、ここで底本としたGoltha。版はローマ数字表記を残しているが、JakobBenedikt一
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　　s㎝版（isl㎝。kfom．it）は単語表記に直している。
（6）　ここではhalfsext㎎r「55歳の」が被滅数になっている。一togr、一tugrは1位数詞と緒んで「…十歳の」の意
　　味の形容詞を作る（例：fertugr「40歳の」）が、さらにh自1f・を前接して5歳分若い年齢を表すこともできる
　　（例：h自1ffortugr「35歳の」）。
（7）　ここに挙げた他にhundra5「120」（いわゆるGroBhundert）と結んだ例が見られる：
　　　1B4，1　丘i6radagaensfi6rレahundraレs「4番目の120の4の日＝364日」
　　　1B4，6　　．v．dagarensfi6巾ahundr帥s　　「365日」
（8）No・e㎝（1923：S．306）も、“X㎜d⑳．．型と“⑳㎜dX”型を可能な形として挙げているのみで、両者の使用
　　頻度・使い分け等に関しては何も述べていない。古（中）デンマーク語については・Karker（1959：S・一6ff・）
　　とB・㎝dum・Nielsen（1962：S．228ff．）が解説している。後者によると、．‘⑳mdX”型は主に100を越える大き
　　な数の一部として用いられる（例：f配m　oc　fy閉tyw疵skming30「45シリング」に対してthusand　vinta＝r．oc
　　hund冊th．oc　firthigu．oc㎝vint附「1141年」）。
（9）　0C型に関してはM㎝ni㎎er（1979：Bd．1，S．88ff．）とRosenfe1d（1974：S．361）参照。
（10）　さらに「12」を被乗数とする乗算による表現などもある。飯嶋（19921S．26）参照。
（11）Chrの例証箇所は年数・写本名の順で記した。ONTはL写本から、Gnは原則としてB写本から引用した
　　（C写本からの引用の場合は特記した）。
（12）　ラテン語原文（Vulgata）は「807年」であるが、誤って「87年」と訳されている。C写本には正しく．viii．
　　hundgearer　seofongearとある。
（13）以下、ラテン詔原文の数詞が“⑳X’’型のときは、特に注意すべき場合を除き省略する。
（14）C写本はラテン語原文に一致する．ix．hund　geara　r　twa　r　syxti　r962歳」。
（15）減算型は20未満の数についても次の1例が見出される：
　　Chr643E　an1配s・xx・wintra「20より1少ない冬＝19年」
（16）古英語の文法書の中で、たとえばCampbell（1964：S．285）は、「複合数詞においては1位数がふつう
　　（usually）10位数に先行する」と述べている。
（17）Rissanen（1967：S．32f．）によると、滅算型はアルフレッド大王の時代をピークとして、徐々に廃れていく
　　が、13世紀までは例証が散発的に見出されるという。
（18）Helの例証の確認にはSehrt（1966）を用いた。
（19）古ザクセン語の文法書の記述としては、Ho1thausen（1921：S．138）が「複合数詞21等々は新高ドイッ語の
　　ように形成される」と述べているのは正しいが、Ramat（1969：S．154）が「21，22，23等々はドイツ語にお
　　けるように10位数を前置して形成される（下線引用者）」とした上で、twentig　endi色n等々架空の例を挙げて
　　いるのは、犯罪的である。なお、中低ドイツ語のReinke　de　vosには次ような“⑳㎜dX”型の例証がある：
　　twyntichvndeveer「24」（395）、twyntich㎜desesse「26」（6711）（後者はKrummesseと脚韻を踏んでいる）。
（20）例証の収集に際しては、Karg－Gasterstadt／Fri㎎s／GroBe（1952ω、Shimbo（1990）、Sehrt／Legner（1955），
　　Heffner（1961）．StarckハVells（1971－90）等の助けも借りた。
（21）例証として挙げたGlの出典（写本）は以下の通り（記載順）
　　G11．112，34＝Paris，BN．1at．7640（Abrogans）、バイエルン語、810年頃。
　　　（オリジナルは765／70年頃：St．Gallen，StiftsB．911、アレマン語、790年頃にも伝承）
　　G12，47，12f．＝Kassel，Murh．u．LB．2．Ms．astron．2、東フランク語、11世紀。
　　Gl1，735，39三St．Paul．Stiftsarchiv1／1、アレマン語、8世紀末。
　　G14，425，A．1；Meyer28＝Einsiedeln．StiftsB．Cod．319（645）、10－11世紀。
　　G］、809．35f．＝Monchen，BSB．C1m19440、バイエルン語、10－11世紀。（他に3写本）
　　G15．22．24f．＝Bamberg，StB．Bibl．89，11世紀。
（22）象微的数解釈としての乗算式数表現の1例を参考までに挙げておく：
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　　O1，3．35f．　Fon自nage㎎ew6roltiunz　ananiraziti　zdithutha－kOmi，soist色inlπst㎜tonsibini．「世の始
　　　　　　　　　　　　　まりから彼女（マリア）の時代までの世代を数えよ、一そうすれば7の11倍（77）となる」
　　Haub・ichs（1969：S．280f．）によると、11は「罪」を表し、7は「キリストの神性」を表す。
（23）20未満の数の滅算型はNcに次の1例が見咄される：
　　Nc92，10f．　　Si　z自1ta　ioεines　minnera　d自nne　ceniu．
　　　　　　　　　　　　　「彼女はつねに10より1少ない数（9）を数えた」
（24）　さらに、今回参看できなかったNpwに“⑳X”型と“⑳u．dX”型が各1例あることが、Karg－
　　　Gasterst且dt／Fri㎎s／GroBe（1952ff．：Bd．1，Sp．88；Bd．3．Sp．856）により確認できる。
　　　Npw107．3　　　in　demo　finfcigosten　sehst㎝salmon「第56詩篇に」（序数）
　　　　　　　　　　　　　　　　（in　quinquagesimo　Vl　psalmo）
　　　NpwCant　Ez17s1uoc［］cehenclcmdeahc1c㎜def…fdusent「185000名を打ち殺した」
　　　　　　　　　　　　　　　（CentumOCt09inta　quinque　milia）
（25）　さらに、誰24に挙げたNpw　Cant．E・．17の例を参照。桁の多い数の一部としての2桁数が．‘⑳㎜dX”型で
　　　表される点は、註8で見た古デンマーク語の“⑳undX”型の用法や註1で見たチェコ語の．‘⑳X”型の用法
　　　と比較しても興味深い。
（26）脚韻の要講による．一⑳undX’．型の使用は、註19に挙げた中低ドイツ語のReinke　de・os、註28に挙げる中高
　　　ドイツ語のRolandsliedにも観察される。
（27）2．3．で挙げた古英語の“⑳X”型の例証（ただし倍数詞）は、実は全くの例外であるらしい。Rissanen
　　　（1967：S．32）によると、“⑳X’．型は中英語後期に初めて使用される。
（28）参考までに中高ドイッ語のRolandsliedとNibel㎜genliedにおける当該数詞の形式の分布を次に示す（前者
　　　の“⑳㎜dX”型の例証は・ehimeleと脚韻（母韻）を踏んでいる）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“X㎜d⑳”型　　“⑳mdX”型（例）
　　　Rolandslied　　　　　10例　　　1例（4587ahtzec㎜tsibem「87」）
　　　Nibdungenlied　　　　　　　　　15伊』　　　　　　　1仮O　（573－1　FOnfzec　unde　viere「54」）
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